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 苅谷（2012）は現地調査の結果から，図 1 に示し

たように，DRA 堆積物は長さ 3.6km，比高差 1190m，

等価摩擦係数 0.34，堆積土砂量 1920 万 m3 と見積

った。大規模（深層）崩壊は破線の西側の花崗岩地

域で発生し，東側の堆積岩地域に厚く堆積している。

DRA 堆積物によって，南から流入する大棚沢は堰き

止められ，小規模な堰き止め湖（湛水高 40m，湛水

量 177 万 m3 程度）が形成された。この堰き止め湖

は氾濫原に移行しているが，AD1800 年代初頭まで

最長 1000 年間存続した可能性がある。堆積物中の

流木の 14C 年代測定から，AD780~870 に絞り込ん

だ。この間には，AD841 信濃地震や AD887 五畿七

道地震などの 4 つの古地震や，AD825 の豪雨災害

（御勅使川の災害）等がある。  

その後，苅谷・光谷・井上（2014）で堰き止  

め湖沼堆積物中の最外年輪付き大径ヒノキを採取して年輪年代測定を行い，AD887 秋口に枯死した倒木で

あることを突き止めた。しかし，この材は湖沼堆積物中にあり，DRA の発生年代を直接示すものではない。  

 

４ 本研究会での現地調査と地形解析、年輪年代測定 

 土志田は，富士川砂防事務所で作成した 1m メッシュの LiDAR データを用いて地形解析を行い，大規模

崩壊の発生位置の推定を行うとともに、崩壊土砂堆積量の見積り方法を検討した。ポスター発表で詳述し

ているが，最大の崩壊土砂量は 1.29 億 m3，堆積土砂量 5500 万 m3 と見積もった。  

尾関信幸（ニュージェック）は，現地調査と LiDAR 図・空中写真（国土地理院 1976 年撮影，CCB7613）

を用いて，DAR 堆積域の詳細な地形判読を行った。ドンドコ沢周辺山地には主稜線付近に多重山稜や段差

構造が認められ，重力変形が進行しており，巨大（深層）崩壊の素因を構成している可能性がある。DRA

堆積域を上・中・下流域に分けているが，下流域には複数のローブや自然堤防状の地形が認められる。  

小林浩（朝日航洋）は，現地調査と富士川砂防事務所の 1mDEM を用いて立体可視化図を作成し，開析

前地形の復元と崩壊発生候補地の選定を行った。ドンドコ沢上流部には山頂緩斜面が発達する稜線が存在

するので，開析前地形の復元にあたっては，山頂緩斜面が開析前地形であると仮定し，接峰面（250m 谷

埋め）などから，横断形状を推定した。その結果，崩壊候補地として，A～D の 4 ブロックを選定した。

崩壊堆積土砂量は 250m 間隔の横断面図を作成して平均断面法により，4200 万 m3 と推定した。  

山田隆二（防災科学技術研究所）は，苅谷（2012）と苅谷ほか（2014）と同じヒノキの倒木材からディ

スク状の試料を採取し，酸素同位体比を用いた年輪年代測定を行った。採取した試料からは 53 年分の年

輪が得られ，木曽ヒノキの標準変動曲線と対比したところ，AD824～876 としたところで，最も高い相関

係数（0.7）が得られた。今回用いた薄板の最外周部は樹皮ではなく変色した木部であり，AD876 に形成

された年輪の外部にさらに 7 年分以上の年輪が存在することが確認された。従って，採取した倒木は，樹

齢約 400 年のヒノキが AD883＋α（αは 1 年以上，数年程度）以降に倒伏・枯死したと考えられる。  

５ 中間報告会での報告と討論，来年度の調査計画 

 2016 年 2 月 20 日（土）に東京農工大学 50 周年記念ホールで行われた中間報告会では，39 名の参加者

があり，8 題の報告がなされ，活発な討論が行われた。各調査研究者の意見を統一することはせず，それ

ぞれの報告会の問題点を平成 28 年度の調査で確認することにした。このため，28 年度の共同研究者は，8

名の発表者と池田敦（筑波大地形学研究室）とすることにし，砂防学会に調査・研究計画を提出した。本

研究会の活動を行うに当たり，種々のご協力を頂いた国土交通省富士川砂防事務所，山梨県県土整備部砂

防課，森林環境部森林整備課，及び中北林務環境事務所の関係各位に御礼申し上げます。  

キーワード：巨大（深層）崩壊，高精度編年研究会，酸素同位体比，釜無川上流ドンドコ沢  

図 1ドンドコ沢岩石なだれ堆積物の分布（苅谷 2012 改変）

RD:ドンドコ沢，RK：小武川,RO：大棚沢 


